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活断層の分布とP波速度パーターベーション

平均速度構造より

遅い領域を

カラーで表示

活断層と

遅い領域は

相補的

深さ5km

低速度域

活断層

Matsubara et al. (2008, Tectonophys. In press)

はじめに
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活断層の分布とP波速度パーターベーション

平均速度構造より

遅い領域を

カラーで表示

活断層と

遅い領域は

重複が多い

低速度域

活断層

Matsubara et al. (2008)

深さ20km

はじめに
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西南日本における断層と速度構造の関係

断層の浅部では高速度域に偏り，深部では低速度域に偏る
深くなるにつれて周囲より低速度領域

断層直下の深部では同じ深さにおいて
変形しやすい領域

下部地殻において変形した領域により生じた歪が，変形しにくい
浅い領域において蓄積され，弱面が存在するとその部分に
割れ目が生じ，活断層となることを示唆

断層の深部延長における非地震性すべりが、その浅部の
地震断層において歪を蓄積するという Iio and Kobayashi(2002)
の考えと調和的

はじめに
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日本列島下の三次元速度構造
（Matsubara et al., 2008, Tectonophysics）

全領域同一の水平方向0.2（約20km）の分解能

深さ方向5～10kmの分解能

モデルの特徴

不連続面と仮定しない

初期構造が1次元速度構造という単純な仮定のみ

高速度領域として太平洋プレートやフィリピン海

プレートをイメージング

海洋性プレート最上部の海洋性地殻もイメージング

全国の速度構造モデル
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速度構造モデルの公開

トピックス

日本列島下の3次元地震波

速度構造モデルの公開

研究成果

全国の速度構造モデル
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速度構造モデルの公開

「緯度・経度・深さ」の入力ファイル

任意の地点のP波・S波速度を

補間して算出する
C/Fortranプログラムも提供

全国の速度構造モデル
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方法
防災科研Hi-netで2000年10月～2007年12月までに
決定された震源 : 623,686個

震源におけるP波速度・S波速度・ VP/VS ・周辺10km
の地点との速度勾配(8方位4成分)を抽出

解析領域全体と、地震発生領域におけるパーターベー
ション・VP/VS・速度勾配を比較

解析上の分類
深さ0～30km, 30～50km
M2以上・M4以上・M5以上

データ・手法
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地殻内地震発生領域の速度場

深さ0～30kmの地震発生場

青:領域全体:57,166
黄:M≧2: 20,676 黄:M≧4: 413 黄:M≧5: 62
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結果
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検定(ノンパラメトリック)

平均値に差があるかどうか

Mann-Whitneyの順位検定

2群の順位和(UA,UB)の小さい方→U0

Mann-Whitneyの検定統計量[U(0.05/2)]

U0≦U(0.05/2)の場合平均値に

有意な差がある

結果
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検定(ノンパラメトリック)
深さ0～30kmの地震発生場

青:領域全体:57,166
黄:M≧2: 20,676 黄:M≧4: 413 黄:M≧5: 62
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結果
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検定(ノンパラメトリック)
M2 vs M4 M2 vs M5

U0>U(0.025) U0<U(0.025)
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青:M≧2: 20,676
黄:M≧5: 62

結果
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地殻内地震発生領域の速度場

P波速度パーターベーションの分布

領域全体に対して、M2以上、M5以上の地震発
生場の分布の平均は5%の危険率で有意な差が

ある。

M2以上の地震発生場の分布に対して、M5以上

の地震発生場の分布も有意な差がある。

結果
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速度場における地震発生確率の推定

全領域におけるある速度パーターベーション
(φ)の確率 : P(φ)
M5以上の地震発生場におけるある速度パー
ターベーション(φ)の確率 : P(φ|M5)
M5以上のイベントの発生確率 : P(M5)

あるパーターベーション(φ)の領域において
M5以上のイベントの発生する確率 : 

P(M5|φ)=                X  P(M5)
P(φ|M5)

P(φ)

結果
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速度場における地震発生確率の推定

全領域におけるある速度パーター
ベーション(φ)の確率 :             P(φ)
M5以上の地震発生場における

ある速度パーターベーション(φ)の
確率 :                                P(φ|M5)
M5以上のイベントの発生確率 :

P(M5)
あるパーターベーション(φ)の領域に
おいてM5以上のイベントの発生する
確率 : 

P(M5|φ)=                    X  P(M5)

青:領域全体

黄:M≧5
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結果



地震活動の物理・統計モデルと発生予測2008/07/17

地殻内地震発生領域の速度勾配

大きな地震ほど、速度勾配の小さい領域で

発生する確率が高い

青:領域全体:57,166
黄:M≧2: 20,676 黄:M≧4: 413 黄:M≧5: 62
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結果
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プレート境界地震発生領域の速度勾配

大きな地震ほど、速度勾配の大きな領域でも

発生する確率が大きい

青:領域全体:45,504
黄:M≧2: 30,636 黄:M≧4: 834 黄:M≧5: 145
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結果
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地震発生領域の速度構造

地震の規模により、発生場の速度構造の分
布には差がある。

地震の発生場所により、速度勾配に関する
特徴が異なる。

ある速度パーターベーションの領域において、

大きな地震の発生確率の推定につなげられ
る可能性がある。

まとめ


